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絶縁油中の微量PCB分析ソリューションⅡ

トランスなど重電機器などを廃棄する場合、絶縁油中の微量PCB混入の有無を確認
する必要があります。2011年5月に「絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定マニュ
アル（第3版）」が公表されています。また、2014年9月に「低濃度PCB含有廃棄物
に関する測定方法(第２版)」も公表され、「簡易測定マニュアル（第3版）」の簡易に、
また、迅速な分析法が適用されています。

アジレントでは、 「絶縁油中の微量PCBに関する簡易測定マニュアル（第3版）」 で
採用されている測定法の中で、GC（ECD検出器）、GC/NICI-MS、GC/MS/MSを
用いた測定方法に対して、最適なソリューションをご提供いたしております。

7890B GC／5977B 

Agilent 5977B MSD （質量検出器）

アジレントのGC/MS（597７B）は、597Xシリーズの最新機種で、分析パフォーマンス、優れた生産性、
確かな信頼性、そして使いやすさを提供いたします。
微量PCB測定においては、NCI（負イオン化）法の高い選択性により前処理が簡略化できます。
NICI感度：NICI - S/N 2000:1 100fg OFN(ｵｸﾀﾌﾙｵﾛﾅﾌﾀﾚﾝ）

GC/NICI-MSによるPCB標準溶液0.01ppm（PCBトータル濃度） の測定例
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79 装置 : Agilent 7890A GC/5975C TAD,
カラム : HP-5MS 30m, 0.25mm, 0.25µm，
カラム流量：:1.0ml/min（定流量モード）
注入量: 2µl,

注入法 : パルスドスプリットレス
イオン化ﾓｰﾄﾞ ： NICI （試薬ガス：メタン）
SIMイオン： m/z 35（塩素）, 81（臭素）
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絶縁油中PCB分析
GC/NICI-MS法の特徴

・オイル中PCBに対する高い選択性（Cl－）
・前処理は溶媒希釈（100倍）のみ：迅速判定法
・2～9塩素化PCBが測定対象
・標準物質 KC-mixおよび内部標準物質 1化合物
・絶縁油中PCB測定では、解離共鳴捕獲反応から生じるm/z 35、Cl- をモニター
・エミッション電流、イオン源温度、メタン流量の最適化が重要

Agilent 5977B GC/MS 負イオン化学イオン化（NICI）の特長

＊AutoCI機能（2種類の試薬ガス接続口/ガス流量制御システム）
・化学イオン化(CI)の複雑なセットアップ、試薬ガスの調節、
イオンソー スのチューニングを自動化。 → 省力化
・試薬ガス流量などすべてのパラメーターを保存可能。

＊EI-CI
・CIイオン源によるEI測定が可能。
→エアリークのチェックにも利用可能。

MassHunterソフトウエアからのGC/NICI-MS法PCBデータ解析例(一部抜粋）

Exce計算シートに貼付けて計算

MassHunterでの解析結果
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